


　全国水平社創立宣言は，１９２２（大正１１）年３月３日，京都市の旧岡崎公会堂で開催され

た全国水平社の創立大会において確認された記念すべき宣言であり，被差別部落の人々自らが誇

りを持ち，団結し，立ち上がることや，人間の尊厳と自由平等の理念を掲げ，全ての差別の撤廃

と人間解放をうたうなど，日本初の人権宣言として評価されています。

　その理念は，被差別部落の人々のみならず，在日朝鮮人，沖縄の人々，アイヌ民族，ハンセン

病回復者等の国内の被差別マイノリティ ( 社会的少数者 ) だけでなく，日本の植民地支配下にあっ

た朝鮮の被差別マイノリティ「白丁」を中心として結成された自主的運動団体である衡平社等，

海外の被差別マイノリティの権利回復に向けた自主的な運動にも多大な影響を与えるなど，歴史

的にも重要な役割を果たしてきました。

　こうした経過や役割を踏まえ，同宣言を保有する京都市の崇仁自治連合会と公益財団法人奈良

人権文化財団は，全国水平社創立宣言及び関係資料１５点を，世界的に重要な書物や文書等を保

全・公開することを目的とした「世界記憶遺産」に登録するため，京都府，京都市，その他多く

の関係団体・関係機関の賛同の下，２０１４( 平成２６) 年３月，ユネスコに推薦書を送付しま

した。

　今回は , 登録審査の対象として選定されるには至りませんでしたが , 崇仁自治連合会その他関

係団体による ,２年後の登録申請を目指した活動は既に始まっています。

　そこで，今回の登録推薦を契機として，同宣言の精神が，その後の様々な人権活動や被差別部落

及びその周辺におけるまちづくり運動に与えてきた影響等を明らかにすることにより，その意義

を今一度検証し，広く発信するため，この度，「ツラッティ千本」と「柳原銀行記念資料館」にお

いて，同宣言をテーマとした特別展を共同で開催することとしました。

　同宣言の精神を受け継いで現在行われている様々な人権活動を紹介するとともに , 全国水平社

創立の母体となった奈良の「燕会」や，京都の天部村（東山区）の松浦儀兵衛，蓮台野村（北区）

の益井元右衛門，柳原庄村（下京区）の明石民蔵ら，全国水平社以前の先人たちとの関わりも考察

しながら，同宣言の意義を再度見詰め直します。

ツラッティ千本・柳原銀行記念資料館　２０１４( 平成２６) 年度　共同特別展
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